
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式 （中学校用）】

都道府県名 岐 阜 県

Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 羽島市立中央中学校 ﾌﾛﾝﾃｨｱﾃｨｰﾁｬｰ 小出直弘

学 年 １年 ２年 ３年 特殊学級 計 教員数

学級数 ３ ４ ４ １ １２
２５

生徒数 １２１ １３０ １３５ ３ ３８９

Ⅱ 研究の概要
１．研究主題

「ともに学び 自立をめざす生徒」を育む教育課程の工夫
～「確かな学力」をつける学習指導法を求めて～

２．研究内容と方法
( ) 実施学年・教科1

教科 学級 時間数 実 施 理 由

生徒の理解、習熟の状況に差が出やすい教科であるため数学 全学級 全時間
１

思考力や技能において一人一人に確実な定着を図るため年 理科 全学級 全時間
生

生徒の理解、技能に差が出やすい教科であるため英語 全学級 全時間

生徒の理解、習熟の状況に差が出やすい教科であるため数学 全学級 全学級

単元によって課題別、方法別学習集団の編成が有効であ２ 国語 全学級 時1 / 2
るため年 間TT

生
思考力や技能において一人一人に確実な定着を図るため理科 全学級 全時間

TT



( ) 年次ごとの計画2

平 ○ テーマ
成 「ともに学び 自立をめざす生徒」を育む教育課程の工夫

～「確かな学力」をつける学習指導法を求めて～15
年 ○ 研究の見通し
度 個に応じた指導のための教材の開発、個に応じた指導のための指導体制

・指導方法の工夫、生徒の授業評価を生かした指導の改善を行うことで一
人一人に確かな学力がつくと仮説を立て、実践を通して究明する。

○ 研究の内容・方法
①個に応じた指導のための教材の開発
ア）個に応じた指導をより有効にする題材、単元の開発
②個に応じた指導のための指導体制、指導方法の工夫
ア）習熟度別、課題別、願い別、方法別等による少人数学習集団の編成
イ）個に応じた指導のためのコース別学習の指導過程の工夫
③授業評価を生かした指導の改善
ア）生徒による授業評価を生かした授業改善
イ）単元、単位時間の評価カードの利用（自己評価、教師の評価）
・個に応じた指導として、生徒一人一人の実態をとらえ、意図的・計画的
な指導を継続する。

・個に応じた指導が効果的になるよう、学習集団の編成や学習形態、学習
活動を工夫する。

・意識調査や自己評価、学力の調査を実施し、実態や意識をとらえ、指導
体制や指導方法の改善に生かす。

平 ○ テーマ
成 「ともに学び 自立をめざす生徒」を育む教育課程の工夫

～「確かな学力」をつける学習指導法を求めて～16
年 ○ 研究の見通し
度 個に応じた指導のための教材の開発、個に応じた指導のための指導体制

・指導方法の工夫、生徒の授業評価を生かした指導の改善を行うことで一
人一人に確かな学力がつくと仮説を立て、実践を通して究明する。

○ 研究の内容・方法
①個に応じた指導のための教材の開発
ア）教材の本質に沿い、付けたい力、ねらいの明確化を図り、評価規準、
個に応じた指導を具体的に示した指導計画の作成と改善

イ）個に応じた指導をより有効にする題材、単元の開発
②個に応じた指導のための指導体制、指導方法の工夫
ア）習熟度別、課題別、願い別、方法別等による少人数学習集団の編成
イ）個に応じた指導のためのコース別学習の指導過程の工夫
ウ）個に応じた指導のための学習形態、学習活動の工夫
エ）単位時間における個に応じた指導の手だての明確化
③授業評価を生かした指導の改善
ア）生徒による授業評価を生かした授業改善
イ）単元、単位時間の評価カードの利用（自己評価、教師の評価）
ウ）単元テストや小テストなどによる実態把握と実態の分析
・個に応じた指導として、生徒一人一人の実態をとらえ、意図的・計画的
な指導を継続する。

・個に応じた指導が効果的になるよう、指導過程や学習集団の編成や学習
形態、学習活動を工夫する。

・意識調査や自己評価、学力の調査を実施し、実態や意識をとらえ、指導
体制や指導方法の改善に生かす。



( ) 研究推進体制3

研究推進委員会
校長、教頭、教務主任、研究主任（ 、学年主任FT）

拡大研究推進委員会
校長、教頭、教務主任、研究主任（ 、学年主任、教科主任FT）

授業研究部 評価研究部 資料研究部 教科部会
〈研究部の役割〉
・授業研究部……個に応じた指導のための指導方法・指導体制の工夫・改善につ

いての推進
・評価研究部……生徒による授業評価、学力の調査を生かした指導の改善につい

ての推進
・資料研究部……個に応じた指導のための教材・資料の開発、環境整備の推進
〈推進計画〉

授業研究部 評価研究部 資料研究部
①各教科における個に ①学力の調査 ①個に応じた指導の

研究内容 応じた指導の工夫 ②生徒による授業評価 ための教材開発
②少人数指導における ③評価を生かした授業 ②少人数指導の年間
学習集団編成の工夫 改善 指導計画

③指導案づくり ③環境整備④ 作成HP
・個に応じた指導の具 ・評価方法の具体化 ・教材開発H15

１ １学期 体化 ・少人数指導のため
年 ・少人数指導の編成 の環境づくり
次 ・個に応じた指導の工 ・生徒による授業評価 ・ づくりHP

２学期 夫 の実施
・指導案づくり
・公表会 ・公表会 ・公表会

３学期 ・実践の振り返り ・評価を生かした授業 ・振り返り
改善

・個に応じた指導の実 ・学力の調査の実施 ・指導計画の作成とH16
２ １学期 践の蓄積 ・調査結果の分析 見直し
年 ・題材の開発
次 ２学期 ・個に応じた指導の工 ・評価を生かした指導 ・環境整備

夫 の改善 ・公表会
・公表会 ・公表会

３学期 ・研究実践のまとめ



Ⅲ 平成１５年度の研究の成果及び今後の課題
１．研究の成果

①個に応じた指導のための教材の開発
○指導内容を焦点化して指導することができるようになり，生徒一人一人の変
容が実感できるようになった （学習が前より理解できるようになったか？。
はい－１年生９１％，２年生７５％）

○生徒の実態に基づいて題材が設定でき，生徒の課題に対する意識が単元を通
し持続できていると感じるようになった （前よりも集中して学習に取り組。
めているか？はい－１年生８５％，２年生７９％）

②個に応じた指導のための指導体制・指導方法の工夫
○生徒一人一人の学習を十分に見届けることができるようになった。実態把握
が少人数編成になったことでしやすくなり，授業の中のつまずきも予想しや
すくなった。

○授業の中で一人一人が活躍できる場が増え，多くの生徒が自信と意欲をもっ
て学習に臨むことができるようになった （意見は言いやすくなりましたか？。
はい－１年生７４％，２年生７５％）

③授業評価を生かした指導の改善
○授業評価をふまえて指導を改善していくことができ，より生徒の思いや考え
によりそった授業展開ができるようになった （学習の楽しさが前よりも増。
したか？はい－１年生８０％，２年生５２％）

２．今後の課題

①個に応じた指導のための教材の開発
△一年間を見通した中で，他教材との関わりが弱く，題材の位置付けが弱くな
ることがあった。開発題材を位置付けた年間の指導計画が必要である。→コ
ース別の個に応じた指導計画の作成と見直し

②個に応じた指導のための指導体制・指導方法の工夫
△きっちりコース，もりもりコースの特性をまだ生かしきれていない。指導過
程に明確な違いを出しきれていない。→コース別の個に応じた指導過程の具
体化と題材の開発

③授業評価を生かした指導の改善
△生徒の学力調査を実施し，確かな学力の具現を検証できるようにしていかな
ければならない。→学力の調査の実施と活用方法の具体化

Ⅳ 学力把握のための学校としての取組

１ 学力の調査
， ， ， 。①目的 ・個の理解度 習熟度の状況を明らかにし 指導 評価に生かす

・生徒が個々の学習状況を知り，今後の学習の指標とする。
②実施時期 ５月初旬
③実施内容 全学年（国語・社会・数学・理科・英語）

Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及

１ フロンティア事業岐阜地区公表会・協議会
①日時 平成１６年 １月１６日
②目的 本校におけるフロンティア事業に対する取り組み（研究，実践，成

果と課題）を公表する。
③提案資料 研究紀要，指導案集

http://www.hashima-gifu.ed.jp/~chuouj/２ ホームページの作成
ホームページ内にてフロンティア事業についてのねらいと実施状況，保護者

の方のご意見等を紹介する。公表会や授業参観の日程を連絡する。



【新規校・継続校】 １５年度からの新規校 １４年度からの継続校
【学校規模】 ３学級以下 ４～６学級

７～９学級 １０～１２学級
１３～１５学級 １６学級以上

【指導体制】 少人数指導 Ｔ．Ｔによる指導
その他

【研究教科】 国語 社会 数学 理科
外国語 音楽 美術 技術・家庭
保健体育 その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 有 無
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